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A 科学は楽しい、技術は素晴らしい

ー科学技術を正しく理解し、正しく利用しようー

B 人類の危機

C 科学技術を発展させることによってのみ、

人類の危機が救える



A 科学は楽しい、技術は素晴らしい

ー科学技術を正しく理解し、正しく利用しようー



00 科学は楽しい、技術は素晴らしい科学は楽しい、技術は素晴らしい

○○○○ 科学科学科学科学はははは楽楽楽楽しいしいしいしい そのそのそのその例例例例

宇宙の起源（ビッグバン）が分ってきた

どうして自然界は物質からできているのか分った

南部陽一郎 小林誠 益川敏英

生命の不思議、起源は21世紀に分るだろう
日本人は独創性がある

ノーベル賞もどんどんもらえる



南部陽一郎氏 （日経新聞より）



小林誠氏（朝日新聞より）



益川敏英氏（朝日新聞より）



下村脩氏（読売新聞より）



○○○○ 技術技術技術技術はははは素晴素晴素晴素晴らしいらしいらしいらしい そのそのそのその例例例例

病気がどんどん治せるようになってきた

結核は不治の病だった。今は治せる。

ガンも治せるようになる。

宇宙へ飛び出せる

○○○○ 科学科学科学科学やややや技術技術技術技術をををを正正正正しくしくしくしく理解理解理解理解しししし、、、、正正正正しくしくしくしく利用利用利用利用しようしようしようしよう

科学や技術を戦争に使ってはいけない。

原子爆弾のようなものは作ってはいけないし、

使っては絶対いけない。



B 人類の危機

１ 人口の予測と消費エネルギー予測

２ 化石燃料は有限

３ 新ｴﾈﾙｷﾞｰを増加せよ、しかしまだまだ時間

がかかる

４ 地球温暖化をさけよ

５ 人間が排出するCO2を減らせ





主主主主なななな前提条件前提条件前提条件前提条件（（（（2222）））） 人口の見通し

2005年から2030年の人口増分の9割を途上国が占める。
中国・インドで約30億人に達する。

2005年
13.1億人

↓

2030年
14.5億人

(1.4億人増)

中国

インド

2005年
10.9億人

↓

2030年
14.9億人

(4.0億人増)

＊国連人口予測等を元に作成
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1980
2005
2030

2005 2030

世界世界世界世界 64億人億人億人億人 82億人億人億人億人

アジアアジアアジアアジア 35億人億人億人億人 44億人億人億人億人
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世界の一次エネルギー消費(地域別)

アジア

北米

欧州OECD

欧州非OECD

2.9%4.5%アジア

1.0%1.1%北米

1.9%1.9%世界

’05-
’30

’80-
’05

年平均伸び率

2005年
103億トン

↓

2030年
165億トン

(1.6倍増)

世界

アジア

2005年
32億トン

↓

2030年
65億トン

(2.0倍増)

32億トン

65億トン

2030年のアジアのエネルギー消費量は着実な経済成長の下、現在の約2倍へ拡大
(2005年32億トン→2030年65億トン)。



11 化石燃料は有限化石燃料は有限

使い切ることは負の遺産

1-1  今後何年持つか せいぜい100年

1-2 まだ未発見のもの、質の悪いものはある
かもしれない。だが価額は高くなる



世界のエネルギー資源はいつまでもつか？世界のエネルギー資源はいつまでもつか？

URANIUM 2005
(OECD/NEA/IAE

A)
ＢＰ統計2007ＢＰ統計2007ＢＰ統計2007出 所

2004年
71年（注）

2006年
155年

2006年
63年

2006年
41年可採年数

（R/P）

2004年
4.0万トン

2004年需要

量

6.7万トン

2006年
62.0億トン

2006年
2兆8653億

m3

2006年
298億バーレ

ル

年生産量（P）

2005年1月
474万トン

2006年末

9,091億トン

2006年末

181兆m3
2006年末

1兆2,082億
バーレル

確認可採埋

蔵量（R）

ウランウランウランウラン石石石石 炭炭炭炭天然天然天然天然ガスガスガスガス石石石石 油油油油

（注）ウランについては在庫があるため年生産量は需要を下回る。このためウランの可採年数は確認可採

埋蔵量を年需要量で除した値。



究極的可採埋蔵量究極的可採埋蔵量

石油 約 60年分
オイルサンド 約 50年分
オリノコ重油 約 40年分
オイルシェール 約130年分
合わせて 約280年分

という説もある

海底にメタンハイドレード



22 新エネルギーは有望新エネルギーは有望

しかし負の面もあることに注意しかし負の面もあることに注意 食料への影響、食料への影響、

環境破壊等。税金を取ってでも促進せよ環境破壊等。税金を取ってでも促進せよ

2-1 新エネルギーの現状 バイオエネルギーを

もっと ただし食料は用いない

休耕田を再開発せ

2-2 日本の場合10年かけて一次エネルギーの
1%から3%へ、たった2％増

2-3 世界でも今の所2,3%程度



新エネルギーは理想的だが十分ではない新エネルギーは理想的だが十分ではない

新エネルギーからの電力/ 全電力
2004‐2005

フランス 0,87   %
ドイツ 6,86
イタリア 4,20
日本 1,91
スウェーデン 5,32
スペイン 8,24
アメリカ 2,16
イギリス 3,16



総計総計総計総計（（（（総供給比総供給比総供給比総供給比％）％）％）％） 1,2%     1,6%     1,7%     2,7%   3程度程度程度程度 3程度程度程度程度



2-4 ドイツは一番がんばっている。でもフランスから同じ程度の

電力を輸入している

2-5 税金を取ってでも新エネルギーを促進しよう
例えば全家庭に太陽発電装置を強制的に持たせる

2-6 現在の情勢では、とても2030年、2050年でも
新エネルギーで一次エネルギーの50％を供給
することは不可能

10年で仮に3％増として、50％にするには170年かかる
50年で50％へ持って行くには、1年で1％増にしなけれ
ばならない



世帯数ではマンションも入るため、一戸建てすべての屋根に

太陽電池を載せると仮定

【前提条件】

日本の一戸建て住宅数…２６５０万戸（総務省「日本の統計」Ｈ１５
年より）

太陽電池の出力（一戸建て）…およそ３kW程度(東電内聞き取り)

太陽電池の設備利用率…１２％
（総合資源エネルギー調査会 新エネルギー部会 第６回ＲＰＳ法

小委員会資料200.7）
日本の電力の総発電量 …１．０９兆kWh（生産量） Ｈ１７年

日本の一次エネルギー消費量 …５．３億ｔ（原油換算）Ｈ１５年
（電気エネルギー換算→６．１兆kWh）



【計算】

全太陽電池総発電量（年間）

3(kW)×8760(h/Y)×0.12×26500000＝８３６
億kWh/Ｙ

日本の電力総発電量に占める割合 …７～８％といった
ところ（約７．６％）

836億kWh÷1.09兆kWh＝0.076 

日本の一次エネルギー消費量に占める割合…１％は越
えるが２％にも満たないレベル

（約１．４％）

836億kWh÷6.1兆kWh＝0.014



新エネルギーの問題新エネルギーの問題

太陽や風力は発電が止まることがある

そのため定常的に発電する必要がある。

そのため火力発電を増したのではかえって

CO2が増す。

このために原子力発電が役立つ。

バイオエネルギーを増すために水が多量に

いるのが問題



33 地球温暖化地球温暖化

3-1 地球の温度の上昇

3-2 人間が排出するCO2の増加

3-3 地球の温暖化は本当か。1970年代の冷温かは？





気温上昇の予測(1980～1999年の平均値を基準)

出典：地球環境保全・エネルギー安定供給のための原子力ビジョンを考える懇談会資料



２０世紀気候再現実験２０世紀気候再現実験

全球平均地表気温―１８世紀末からの変化

２００４年１１月５日報道発表資料





44 人間が排出する人間が排出するCOCO22を減らせを減らせ

4-1 CO2排出量の予測
4-2 先進諸国は特に努力せよ

先進国の努力を見せた上で、新興国、

発展途上国にも協力を依頼せよ

4-3 CO2封じ込め技術を開発せよ
4-4 クリーン・コール・技術の活用
4-5 低炭素社会を構築せよ
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CO2排出量(世界/アジア)

アジアがCO
2

排出量増分の55%、北米、

欧州合計で増分の約24%を占める。

2005年
75億トン

↓

2030年
117億トン

(1.6倍増)

世界

2005～2030年の増加量
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50億億億億トントントントン
中国中国中国中国

2005年
15億トン

↓

2030年
26億トン

(1.8倍増)

アジア

石炭消費の増加に伴い中国、インドの

CO
2

排出量は大きく増加し、2030年には

中国、インドの排出量はアジア全体の7

割を占める。



55 20302030～～20502050年までは先ず原子力の活用しか方法がな年までは先ず原子力の活用しか方法がな

いい

化石燃料を節約するにも化石燃料を節約するにもCOCO22の排出量を減らすにもの排出量を減らすにも

5-1 世界の原子力の利用度

5-2 MOX燃料をどんどん使用せよ
ドイツですら沢山燃やしている

5-3 これ程利用している現実に着目せよ

5-4 2050年にはもう少し新エネルギーそして
核融合が使えるようになるかも知れない

そうなる努力をせよ

5-5 世界諸国の世論の動き



＃：電気事業連合会提供

世界平均



世界諸国の世論の動き

イギリス

2001: 19% 賛成, 60% 反対
2005: 35% 賛成, 30% 反対

フィンランド

1994:  34% 賛成, 35% 反対
2004:  46% 賛成, 25% 反対

アメリカ

1983:  49% 賛成, 46% 反対
2005: 70% 賛成, 24% 反対

スウェーデン 2005
83% - 原子炉操業の維持又は拡大
13% - 早期閉鎖



C 科学技術を発展させることによってのみ、
人類の危機が救える。

ｴﾈﾙｷﾞｰ不足、食糧不足、水不足、温暖化の被害など

人類の英知を使おう

若い人々の活躍を期待する

そのためまず科学や技術について正しく理解し、

正しく利用する力を学ぼう。

例えば放射能や放射線、そして原子力のことなど学ぼう。


